
 

暖かくなり過ごしやすい季節になりました！ 

さて今月のインフォメーションは皆さんも一度は聞いたことのある 

ノミ・ダニについてです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノミ・ダニは、人にも感染する病気もあります。 

予防をして、動物と人が快適に過ごせる環境を 

一緒に作っていきましょう！ 

 ノミ ダニ 

どんな生き物！？ 翅（はね）が退化した

昆虫類で隠翅目 

（ノミ目） 

動物への寄生→吸血→ 

落下を繰り返しながら 

成長します 

吸血されることによる被害 貧血 

ノミアレルギー性皮膚炎 

皮膚の損傷 

媒介する主な病気 瓜実条虫症 

猫ヘモプラズマ感染症 

 

犬：バベシア症 

猫：Q熱 

人：SFTS 

🐾ノミが媒介する主な病気 

瓜実条虫(うりざねじょうちゅう)症〈人獣共通感染症〉 

ノミの中に寄生しており、犬や猫がグルーミングした時などに 

食べることで感染します。 

感染すると→糞便中や肛門の周囲に瓜の実に似た虫体の一部(片節)が 

たくさん排泄されます。 

 

猫ヘモプラズマ感染症 

病原体が猫の赤血球に寄生することで赤血球が破壊されて 

溶血性貧血が起こる病気です。 

症状は、発熱・元気消失・食欲不振・黄疸・脱水などがみられる。 

🐾ダニが媒介する主な病気 

犬では、犬バベシア症 

バベシア原虫が赤血球に寄生し破壊します。 

症状は、貧血・発熱・食欲不振など。 

急性の場合は黄疸や衰弱によって死に至ることもあります。 

猫では、Q 熱 

コクシエラ・バーネッティによって起こる病気で動物が 

感染してもほとんど症状を示しません。 

しかし、胎盤で大量に増殖するため感染している猫が出産又は

流産する際人に感染する恐れがあります。 

 

他にも、２０１７年に厚生労働省から 

「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に係る注意喚起」が 

出されました。２０１３年に日本でも初めてヒトの死亡例が 

報告されたマダニにより媒介されるウイルス感染症です。 

ヒトに感染した場合の症状は、 

発熱・下痢・腹痛など消化器症状が多く認められています。 

🐾予防するには… 

まず予防薬には、 

・皮膚に垂らす液体タイプ 

・お肉タイプ  

薬以外にも散歩が終わったあと、ノミ取りくしなどで 

ブラッシングをする。 


